
【取り組む際に生じた課題】
• 輸出に関する情報不足。
• 輸出用パッケージのデザイン検討。
• 販路の確保。
• 輸出用米の数量確保。

【ウェブサイト】 http://www.junjou.com//  

【対応の結果】
• シンガポール、米国への輸出の増加。
• 新たにベトナム、タイ、台湾への輸出を開始。
• 業務用、小売用ともに取扱を実現。

シンガポールでの
販売促進活動

ベトナムでの商談会

 平成17年から東南アジアを対象とするフェアへの出展をきっかけに輸出事業を開始。
 現地小売店での販売のほか、現地日本食レストラン向けの業務用の輸出を実施。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

平成28年度 － 606

１～12月平成27年度 － 275

平成26年度 － 238

米

【主な品目】

シンガポール、米国、台湾、香港、タイ、ベトナム、オランダ

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 他産地との競争激化に伴う差別化。
• 輸出用米の原料確保。
• 日本食の普及に伴う新規市場の開拓。

【生じた課題への対応】
• いわて農林水産物輸出促進協議会等の事業を通じ、新規販路開拓に向け取組。
• 米の炊き方等、美味しさが伝わる英語のパッケージを作成。
• 県産米輸出に係る関係者会議の実施。

【連絡先】 担当者名：米穀事業部（半田）、ＴＥＬ：019-638-0122 

【活用した支援・施策】 「いわて農林水産物輸出促進協議会」の構成団体としての取組

（平成17年度より輸出開始）

岩手県 （株）純情米いわて
『米を北米、アジア、欧州へ』

米

【効果があった取組】
・現地商談会での新たな販路
拡大。

・大手業務用バイヤーの定期
的な産地招へいによる、製品
への信頼度向上。

英語パッケージの作成


